通知書

前略　貴殿は、当方との間に次の賃貸借契約（以下、本契約という）を締結しておられますが、平成○年○月から同〇年〇月分まで、合計○か月分の賃料を滞納しておられます。

賃貸人　○○□□

賃借人　○○○○

対象不動産：○県○市○町○○　○○コーポ○○号室（○○平米）

月額賃料：金○○円

弁済時期：毎月末日までに翌月分を振り込んで支払う

契約締結日：平成○年○月○日

最後の更新日：平成○年○月○日

このまま賃料が入金されませんと、当方も予定資金が不足して大変困りますし、契約当初の信頼関係が破壊され、もはや本契約を継続することはできないものといわざるを得ません。本書面到達後１週間以内に次の口座に、滞納賃料金○○円を振り込んでお支払い下さい。

· ○銀行　○○支店　普通口座　１２３４５６７　名義人　○○□□

なお、本書面到達後１週間を経過しても上記御入金がない場合は、本契約を解除します。本契約解除後は直ちに賃貸建物を明け渡すこと、また建物明け渡しが行われない場合は建物明け渡し及び損害賠償請求訴訟を提起することも併せて通知します。

草々

平成○年○月○日

通知人　○県○市○町○○　　　○○○○

被通知人　○県○市○町○○　　○○○○

注　１　建物賃貸借契約を賃料不払いを理由に解除する場合の通知書です。解除の通知が賃借人に届いていることを証明する必要がありますので内容証明郵便で配達証明をつけて郵送する必要があります。

　　２　保証人がいる場合は同じ文面の通知書を送ることもできます。その場合は、連帯保証したことと、賃料の未払いを請求する旨追加して記載することになります。

　　３　賃料の滞納は、１か月でも解約の理由になりますが、通常は敷金等もあることから２，３カ月が最低限となっているようです。

　　４　契約の解除の場合、このように履行を催促してそれでも、履行しない場合（賃料を支払わない場合）初めて契約を解除することができると法律で決まっています。ただ、履行されない場合再度解除の通知を出すことまで必要とすることは、二重の手間となるので、一通の通知書で、履行の催促と、解除の通知を一緒にすることができます。民法では、このように規定して賃貸人、賃借人に相互に公平になるよう規定しています。

本通知書の例の最後の文章が、解除の通知に当たる部分です。ですから解除まではしないが家賃だけ請求したいという場合は最後の文章は不要です。

　　５　なお、長期間にわたり家賃が支払われていない場合は、家賃の支払いを待つことなく解除の通知をすることもできます。そのような場合は、著しい債務不履行があり、契約当事者間の信頼関係は破壊されていると判断され解除権が発生していると考えられるからです。ただ、催促してから解除するのが原則ですので一応催促したほうが無難でしょう。

